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（研究テーマ） 
 神経回路形成における低分子量 Gタンパク質の役割 

（メッセージ） 
 我々の研究室では、神経回路形成における Ras ファミリー、及び Rho ファミリーの役割を
明らかにすることを主眼として研究を進めております。特に、神経軸索ガイダンス分子、セマ

フォリンの受容体、Plexinの神経軸索反発作用の分子機構を重要なテーマとして研究を行って
おります。この研究の過程で、神経軸索の形成、伸長、退縮に R-Rasがキー分子として働いて
おり、この活性の制御がセマフォリンのみならず、様々な軸索ガイダンスにおいて重要な役割

を果たしているのではないかと推察しております。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

ラットやマウスの海馬または大脳皮質の神経細胞の初代培養 

マウスの胎児の脳室内への in utero electroporationによる遺伝子発現 

各種 RhoファミリーGタンパク質とそれらの変異体の cDNA 

RhoファミリーGタンパク質の活性の定量 

 


